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業 界 の 発 展 並 び に 組 合 員 の 社 会 的 地 位 の 向 上 に 努 め

研 鑛 と 融 和 を 図 り 一 視 同 仁 の 精 神 を め ざ す と 共 に

企 業 の 健 全 な る 経 営 体 制 を 促 進 し そ の 成 長 発 展 に よ

り 地 域 社 会 に 貢献 す る

ｏ◎ 一 ぬｏｏじりｏ◎ ㎜ ㎜ ㎜

●ご挨 拶 ・… … … … ……… … … …… …・…・… … … 千 葉市 長

●アマチ ュア無線 ……………… 千葉市都市局 建築部部長

●家族 ……………… 千葉市都市局建築部電気 設備 課主幹

●やさ しい鍾 旭様 ………… 千葉市住 宅供給公 社常務理事

●縄文の 心 ………… …… 働千 葉市都市整備 公社副 理事長

●感動 … …… … …・・…・… 協 同 組 合千 葉 電 設 協 会副 理 事長

●吾 が故 郷 …・… … … …・…・… … … ㈱ 奄美 電 設 専 務 取 締役

あ い

●会情 … …・・… … … …・… … 三 邦 電気 工 業 ㈱ 千 葉 営 業 所 長

●賛助 会員部門別名簿

●第１５回通常総会 開催

●監理技術者及び現場代 理人講習会 開催

●青年部発足 ……… ……… 青年 部部長 侑巧 本電設工業

●平成ｌｌ年度経営研修 会及び懇親会 開催

●第４１回 ゴル フ コ ンペ 開催

●第６回麻雀大会開催

●第３回つり大会 開催

●災害対 策連絡網について

●事務局 だより

●入札結 果報告
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（２） （協）干 葉 電 設 協 会 だ より

展望した市 政運営の指針と なりま す 「千 葉市新総 合ビ ジョ ン」 の策定 を進 める など、

市民お一人 お ひとり が、 生 きが いと幸せ を感じ、 愛着 と誇りの持てる 「郷 土千葉市」

を築き、 次 の世代に引き継 ぐこ と ができるよう、 全力 で取り組んでいると ころであり

ま す。

一方、 皆 様方の業界を取り巻 く環境も厳 しい経済状 況の中で大変なもの があろう か

と存じます が、 皆様方には、 電 気設備機 器の著しい技 術 革新 が進 む中、 各 種電気設備

工事 にかか る技術・ 技能 につい ての 講習や研修会を実 施されるな ど、 優 れ た技能の習

得 を通 じ業 界の発展、 ま た市民 生活にも大きく寄与さ れておりますこと、 大変あり が

たく、 心強く存 じている次第であります。

どう か 皆 様 方 に は、 さ ら に 一 致 協力 さ れ、 業界 の 発 展 に努 め ら れ ま す と と も に、 今

後とも、 市 政に対 しま しても一層の ご支援・ ご協力 を 賜りますよう 心から お願い申 し

あげる次 第であります。

お わり に、 協同組合千 葉電設 協会の 今後ますますの ご発展と会員皆様 方の ご健 勝・

ご活躍をお祈りいた しま して ご挨拶といた します。
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（４） （協）千 葉電 設 協 会 だ より

大震災の支 援 の折り、 携帯 電話の利用者数 が大変多く、 情報の伝達に あた ってパニッ

クに陥った こと が多くの 人達が体験 したことと報道さ れま したことは、 ま だ皆様の記

憶に新 しい 事と思 います。 情報の信頼性もありますが 国の無線従事資格者 と しての自

覚を持ち合 わせて いること から、 災害時の適確な情報 が 緊急の連絡手段と して大きく

寄与することと考えるから です。

災害に備 え アマチュア無 線局 の活用も今後の課翠と して検討する時期で あると考え

てお り ま す。 貴 会 を 初 め、 職域 に あ る ア マ チ ュ ア 無 線 サ ー ク ル の 活 躍 を 期 待 い た した

く今後もＰＲの強化を図ってまいりたいと考えております。

建設部門 の災害支援に関する 活動は市民の期待が多く、 また、 公人、 私 人に係わり

無くその責 務を感 じます。 ライ フライ ンの早期復旧と の一言では言い表わ せないもの

があります。 当事者と して貴会 の皆様と共にこの秋が 台風の被害が少なか ったように

こ れからも 大きな災害に本市が 見舞われることなく、 また、 景気も明るい 兆 しが見え

ると言われ る時、 さらに 『安全 と安心の時』 を少 しで も永く過 ごしてまい りたいと存

じま す。

千葉電設協 会の益々の ご発展を心よりお祈りいたします。
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（６） （協）千 葉 電 設協 会 だ より

きくなり、 黒 い毛がいつの まに か茶色い 毛の立派な成 犬 になりま した。 朝 夕 に稲 毛区

役所 に隣接 している 穴川中 央公 園によく連 れて行きま す。 いろいろな 犬が 散歩に来 て

い ます。 し か しよ その 犬 に 近づ く こ と も な く、 近 寄 っ て き て も コ ウ タ は ほ と ん ど興 味

を示 しま せ ん。 孤 独 が好 き な の か、 内 気 な の か、 犬 の 世 界 で は 変 わ り 者な の か、
吠 え

ることもせ ず知 らんふりです。 しか し犬は群れで生活 してきた社会的な動 物で、 そ の

群 れはリー ダーを中心とした順 位制によ って成り立っ ています。 自分の属 する群れ に

は強い愛着 や忠誠心を示します。 他 の犬 に興味を示さ ないのは、 群れが違 うからなの

で しょ う か。 そ う で す。
コ ウ タ の群 れは、 私 たち 家 族 な の です。 私 た ち の 仲 間 な の で

す。・
もう 家 族 の 中 に 完全 に と け こ ん だの です。 一 緒 に 遊 ん だ り、 お 手 な

ど 芸 を さ せ た

り、 悪 戯 し た 時 は 叱っ た り と、 その 全 て がコ ウ タ に 対 する 愛情 表現 な の で す。 私 た ち

を和 ま し て く れる コウ タ が いつ の ま にか 大 切な 家 族 の 一 員 に なり ま した
。 コ ウ タ に と っ

て のリ ー ダ ー が 誰 だか 知 りま せ ん が
、 私 た ちに 尽 く し てく れる コ ウ タ が 大 好き です。

そ し て コウ タ を 中心 と し た 生活 に 満 足 し、 充 実 感 を 感 じて い ま す。

コ ウ．タ 、
こ れ か ら も よ ろ し く。

タ

．＿
譲轟
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（８） （協）千 葉 電 設協 会 だ より

た武神。 こ の信 仰は日本 にも 早くか ら伝わり、 端午の 節句 には武者人形の 姿で親しま

れ、 こ れ を 藁 の 像 に 作り あ げ、
地 区 の 守 り 神 と し て祭 る よ う に なっ たの は い つ 頃 なの

か は 不 明 であ る と い わ れる
。

地区の境 に立ち続けて、 自 分達の集落から疫病神を 追い 払い、 外 から入 って集落を

襲う災厄や 疫病 を集落の中に 入れないように 防いでも らう、 一種の 守護 神 の像である

という。 朝早く から藁を持ち寄り、 総出で鍾楢様作りが始 められ、 ほぼ２時間で男 女２

体 の 像 を 作り 上 げる とい う。 大 き さ は 約１．６メ ー ト ルと や や 小 型 で ある。 神 主 が 入 魂 し

た 後、 集 落 の上 と 下 の境 の 杉 の 木 立 に 祭 っ て お く が、 翌 年 は男 女の 位 置 が 交 替す る。

今ま で の 鍾 楢 様は
、
「ゴイ ンキ ョ」 と 呼 ばれ、 杉 の 木の そ

ばに 放 置 し てお く。 し か し、

今では男 女２体を祭る風習 は見られ なくなっ た。 村人 の あつ い信仰心 を あつめて 立つ

村 境 の 神。．素朴 な 造形 に宿 る 日 本 の 神 を い つ ま で も 見 つ づ け て い た。 こ う して 神 に 守

られて巨大な民家は生きつづ けてきたとい える。

集落の人々 の心のつな がり のように、 協同 組合千葉 電設協 会の皆様方が ますます協

力発展 し、 蓄積 された高度な 技術 が、 本市のより 良き 施設 づくり に有効 に 生かされて

いきますよ うお願いしたいも の です。 会員皆 様方のさ らな る御活躍をお祈 り申 しあげ

ま す。

！
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（１０） （協）千 葉 電 設協 会 だ より

て の 事 です が
、
粘 土 の 配 合 や 練 り 方、 粘 土 の積 み 上 げ 方 （成 形） 、 形、 乾 燥 の 仕 方、

焼成の仕 方な ど一つ 間違 えればひび割 れが生 じて良 い物は出来ませ ん。

しかし縄 文 の人達は理論 的な知識も何もない。 はる かに劣悪な環境の中 で、 た だた

だ経験を積 み 重ね、 改良を 加え な がら、 煮炊きに耐え うる土器を造る迄の 技術を培っ

て いた の だ と 思 いま す。

例え ば縄 文 の紋様は単なる飾 りだ けではないのです。 飾りだけであれ ば煮炊きをす

る土器に紋様は不要な筈 ですし、 煤で真っ黒になってしまうだけです。 他に意味が有っ

たの で す。 そ れは 表 面 に 凹 凸を 付 け る こ と に よ り、 火 に 当 た る 面積 を 広 め、 効 率 良 く

熱を吸収さ せる効果 が有り、 更 に熱による表面の伸縮 が、 面に沿っ て一定 の方向に走

ることを防 ぎ、 歪みを分散 して 器のひ び割れを避ける 効果もあったのです。 このよう

に、 細かい所まで経験により知り尽く していたのです。

縄文人は素晴ら しい。 偉大だと思うようになりま した。

ところで話は変 わります が、 過日ＮＨＫラ ジオの朝 六時四十分過ぎの ビジ ネス展望の

番組でも同 じ様な話が有りま した。

ある大企 業で自社の研究室で 部品の改良を試みたが 果たせず、 大学の研 究室に依頼

した が や は り 出 来 な か っ た。 そ こ で 社 長 以 下 七名 と い う 町 工 場 に 頼 ん だ と こ ろ、 な ん

とそれ壷成 し遂げた。 社長を先頭に全員正月を返上 しての成果だそうです。 ハン グリー

精神と小回 り利く組織、 そ して 何よりも、 長い間コッ コツと積み上げてき た豊富な経

験 と 技 術 が 有 っ た か ら で あ る。 こ れ こ そ が 日 本 が 世 界 に 誇 る 技 術 で あ る。 今、 こ の 様

な町工場が どんどん消えているが、 こ れらを大切に育成する必要があると結 んでいた。

長引く不 況 の中、 貴協会会員 の皆様にありま しても 豊富な経験と技術、 そ して小 回

りの利く特性 を活か してこの不況を克服 して頂きたいと思って居ります。

．
協会会員 の皆様の ご発展と ご健勝をお祈り申 し上 げます。
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（１２） （協）干 葉 電 設 協 会 だ より

さを 感 じる。 帰っ て ホ テ ル はま た 温 泉。
翌 朝迎え に き てく れて 除 幕 入 魂式 会 場 へ 向 かっ

た。 坂 村真民先 生の～ 『念ずれ ば花ひらく』 の 石碑 建立の入 魂 除幕式 だ。 第１部の柴

田副住 職の記念 法話は今 年聞いた 人の話の 中で 最も 心打たれ る 話だっ た。 第２部 は除

幕、 入 魂、 献 花 と 進 み、 第３部は お に ぎり を頂 き な が ら 昼 食 懇 談 会 で 終 了 した。 当 日

の朝 到着 した小 田原 の小原 先生 （私の 経営、 ＴＡ、 の師 匠） が 最終 便で帰 るの で、

「山 奥 の 温 泉 に 皆 で行 こ う。 子 供と 約 束 を した の で夕 食 を 一 緒 に しよ う。・」 と い う 事

にな り子 供を 含め１０人で 昨日の 乳 頭 温 泉 を 再び 訪 ね た。 また ま た 大 自 然、 温 泉、 お 酒。

私にとって漢方 薬み たい なものが、 この３要素 である。 小原 先生 から湯 の中で会 社の

事 を 聞 か れ． 為 に な る 御 指 導 を 頂 い た。 又

経 営のこと で生 き残 れる 企業 の条件、 唯一

の シス テ ム の こ と に 触 れ
、
と て も 勇 気 づ け

ら れ た 。

私 にと っ て は、 頭 が す っ きり、 心 洗 わ れ、

最 高 の リ フ レ ッ シ ュ の 二 日 間 で あ っ た。 感

動 と は、 そ の 環 境 に 融 合 し、 自 分 自 身 が、

木 に な り．、 温 泉 に な り、 お 酒 に な り、 楽 し

む 事 な り と 感 じ た。 さ ぞ か し 大 自 然 も、 温

泉 も
、 お酒 も 喜 ん で いる と 思 う の だ が …。

日々 感動 の繰 り 返 しで や っ てい き た い。
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（１４） （協）千 葉 電 設協 会 だより

は宇検 村湾の入 口に位置する枝 手久 島周辺で夜 釣りを楽 しんでは如 何で しょ う か。５

～１０キ ロ グラ ム 近 辺 の アラ が 釣 れる そう で す。

是非御来島下さい。

小 生も現役引 退したら毎日魚 釣り でも しなが ら、 のん びりと余生を送りた いと思う次

第 です。 奄美 電設の社名の由 来は奄美大島出身ということでつけました。

最近の建 築業界を取り巻く 環 境は厳 しい変化が続い ておりますが、 皆様 方におかれ

ま しては、 社 業発展の為 に日 夜御尽力なさ れているものと御推察申し上 げます。

とりとめ のない吾が故郷 回顧 録となりま したが、 今 後ともよろ しく御 指 導の程お願

い 申 し 上 げま す。
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（１６） （協）千 葉 電 設 協 会 だ より

賛 助 会員 名 簿

資材購入等は賛助会員にお願い致しましょう

盤及び機器メー カー部門

会 社 名 代 表 者 名 響彗 所 在 地
電 話
Ｆ Ａ Ｘ

㈱ 愛 知 電 機 製 作 所 千葉 営 業 所 長 栗 田 泰 史 ２
６０－

００２２

千 葉 市 中 央 区 神 明 町

２００番 地 秋 葉コーホ．２０３

０４３－２３８－５４６１

０４３－２３８－５７５０

大 崎 電 気 工 業 ㈱ 千葉 営 業 所 長 丹 羽 和 雄
２６０－

００１３

千 葉 市 中 央 区 中 央４－８－１

千 葉フコク生 命 ビル７Ｆ

０４３－２２１－５７１４

０４３－２２１－７２８３

㈱ 大 東 電 機 製 作 所
代 表 取 締 役

社 長
大 薗 力

２６５－

００６１

千 葉 市 若 葉 区 高 根 町９１５番９３

（事業所） 八街 市沖字中沖６０レ１

０４３－４４５－６７５１

０４３－４４５－６３２２

千 葉 電 機 ㈱ 代 表 取 締 役 和 田 龍 二 郎
２６４－

００１７

千 葉 市 若 葉 区 加 曽 利 町

４７５－１

０４３－２３１－８７５５

０４３－２３２－０４７９

中 立 電 機 ㈱ 東 関 東 支 社 長 柴 山 喜 次
２６０－

００１３

千 葉 市 中 央 区 中 央４丁 目

１２．１２ 金 剛 ビル４Ｆ

０４３－２２２－０７９５

０４３－２２２－０５０８

松 下 電 器 産 業 ㈱

電 材 営 業 本 部

東 部 支 店

首都圏 営業部長

三 原 有 二
１０５－

０００４

東 京 都 港 区 新 橋６丁 目 １７番

１５号 ナ シ ョ ナ ル２号 館

０３－３４３１－２４１１

０３－３４３６－１３８９

三 邦 電 機 工 業 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 丸 山 博
２６０－

０８５４
千 葉 市 中 央 区 長 洲 １－２１－４

０４３－２２１－０３３８

０４３－２２１－０６６８

ミ ヤ コ 電 機 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 下 村 幸 男
２６０－

０８０７

千 葉 市 中 央 区 松 ヶ 丘 町

２０－４ 松 ケ 丘力㌦デンヒル２Ｆ

０４３－２６６－００２１

０４３－２６６－００２４

電材部門

会 社 名 代 表 者 名 警 所 在 地 電 話
Ｆ Ａ Ｘ

因 幡 電 機 産 業 ㈱ 千葉 営 業 所 長 山 田 博 之
２６０－

０８４２
千 葉 市 中 央 区 南 町３－９－１５

０４３－２６３－６１８１

０４３－２６３－７１７３

㈱ 関 東 扇 港 電 機 専 務 取 締 役 前 川 和 彦
２６２－

００４５

千 葉 市 花 見 川 区 作 新 台

４－１３－１２

０４３－２５７－４２６２

０４３－２５７－４２６４

光 良 ナ シ ョ ナ ル 電 材 ㈱ 千葉 営 業 所 長 中 田 政 秀
２６０－

０００７
千 葉 市 中 央 区 祐 光２－ｌｌ－６

０４３－２２７－９３０４

０４３－２２５－２３９４

小 島 電 機 工 業 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 阿 部 利 美
２６０－

００４５
千 葉 市 中 央 区 弁 天３－６－４

０４３－２５４－５７２１

０４３－２５３－３７６０

ス ズ デ ン ㈱ 千 葉 営 業 所 長 馬 場 元 治
２６０－

０００１
千 葉 市 中 央 区 都 町２－２３－１２

０４３－２３２－３３６１

０４３－２３２－６４２３

千 葉 東 芝 電 材 ㈱ 代 表 取 締 役 鹿 山 高 男
２６０－

００２４
千 葉 市 中 央 区 中 央 港２－４－１

０４３－２４２－８１４１

０４３－２４２－８１４８

東 京 電 材 ㈱
千 葉 営 業 所

常 務 取 締 役
川 崎 忠 雄

２６０－

０８４３
千 葉 市 中 央 区 末 広３－５－７

０４３－２６４－ｌｌ２１

０４３－２６４－１１２６

ミ ツ ワ 電 機 ㈱
千 葉 特 機

営 業 所 長
榊 忠

２６０－

００２４

千 葉 市 中 央 区 中 央 港

２－５－１２

０４３－２４５－２３００

０４３－２４４－４３８３

千 葉 ト シ ン 電 機 ㈱ 千葉 営 業 所 長 野 間 久 生
２６４－

００３２

千 葉 市 若 葉 区 み つ わ 台

５－１０－２

０４３－２５３－４６３１

０４３－２５３－１３１９
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（１８） （協）干 葉電 設 協 会 だ より

一 総会報告

第１５回 通常 総 会 開 催

第１５回通常総会 が５月２８日午後２時３０分より 千葉市内の グリー ンタワーパ レス 千葉に

おい て組 合員７５名 （委任状を含む） 出席の もと 開催され ました。

総 会議案 審議に先立ち挨拶に 立った岩崎理 事長は、 近年の 経済不 況の中、 千葉市の

工事 に依存 する我々は、 公共投 資の拡大をは じめ大型 工事へ の組合員 の参 加機会の拡

大、 太陽光 発電システムの導入 についての要望書提出 等の報 告を行 い、 将 来の組合を

視野に入れ時代に沿った事業運営を行う べき、 青年 部設立への理 解を求め挨拶された。

次 に議 案審 議 に 移り、 平 成１０年 度 事 業 経 過 報 告、 同 収 支 決 算、 監 査 報 告、 平 成ｌｌ年

度事 業計画 案、 同 収支予算案を 原案通り可決承認され た。 又、 定款の一部 変更案 （副

理事長１名 増員） の件 も同 じく 承認さ れた。 さ らに、 任 期 満了 に伴う役員 改選は 副理

事長の桜田氏、 理事の高井氏退任 により下記の通り改選された。

引 き続き、 建築部より工事請 負 者提出書類の手引き ・電気 設備課の事務 分 掌・及び

施工計画書の作成等の説明を頂 き、 総会、 説明会を終了 した。

総会終了 後、 千葉市鶴岡助役を はじめとする千葉市 幹部、 千葉県中小企 業 団体中央

会、 関 係団体等 の ご来賓を お招き し て総勢１５７名の 出席の もと 懇親会 が開 催、 席上、

岩崎理事長は 「２１世紀に生 き残るために自主的・創造的な力 をつ け、 地域 の 雇用の受

け皿と して広い 視野を持 って発展 したい」 と 抱負 を述 べられ、 懇 親会は、 午後６時３０

分に 盛会裡に解散。 （徳久昌之）
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㈲ （協）千 葉 電 設 協 会 だ より

監理技術者及び現場代理人講習会開催！！

平 成ｌｌ年７月３０日 （金） 、 グ リ
ー ン タ ワ ー パ レ ス 千 葉３階 「ア ルハ ン ブラ の 問」 にお

いて、 千葉市 都市局建築部電気設備課の御 協力 をいた
だき講習 会を 開催 し、 会員５６社

９８名 が出席 しま した。 出席者名簿は電気設備課に提出 済です。

講習 会開催に あたり、 電気設 備課長佐々 木様及び主 幹内山様に大変お世 話に
なりま

し た。 あ らた め て御 礼 申 し 上 げま す。

講習 内容及び講師の皆様 は次の通りです。

① 「施工計画書 の作成につ いて」

講師 千葉市都市局建築部電気設備課 副主査 高相 房夫氏

② 「現場代理人について」

講師 千葉市都市局建築部電気設備課 係 長 森谷 光夫氏

③ 「マ ニ フェ ス ト制 度 に つ い て」

講師 千葉市環境局環境管理部産業廃棄物指導課 事業所係長 平山 良彦氏

次 回講習会も多 数の参加をお待 ちしております。

（技 術 ・ 安 全 ・ 教 育 委 員）
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健） （協） 千 葉 電 設 協 会 だ よ り
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餌） （協）千 葉 電 設 協 会 だ より

第４１回 ゴルフコ ンペ開催

第４１回 千 葉 電設 協 会 ゴ ルフ コ ン ペ が４月１５日 に 行 わ れ ま した。 春
と は い え ま だ ま だ

肌 寒 い 日 で し た が、 多 数 参加 して 頂 き
ま した。

今回の優 勝は伊 藤電 業の伊藤 社長がベスグロと共に 有終の美を飾り無事 終わること

が 出 来 ま した。

次 回 は１２月 です が
、
ま た優 勝 に む け て 頑 張 り ま しょ う。

（福利厚生委員）
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（２６） （協）千 葉 電 設協 会 だ より

第３回 つり大会開催

第３回千葉電設協会 つり大会が、９月２５日無事お わ りました。 前 日の台風 も気になり

ましたが日 本海へ抜け晴天の元 に屋形 船にて出船いた しました。 ハゼには ちょっと早

い 時期 で し た ので 大漁 で は あ り ま せ ん が、 少 な い
な が ら も 優 勝、 ２位、 ３位 と 重 さ で 勝

負 し、５ｇの差で昌信 電機工事の宍倉社長が優勝いた しま した。

屋 形 船 の 中 で は 朝 か ら 冷 たい ビー ル に舌 打 ち し、 揚 げた て の 天 ぷ ら、 あ さ り の 串焼

き、 枝
豆
、 お に ぎり、 味 噌 汁

等
、
た く さん の お つ ま み と、 カ ラ オ ケ で 皆 さ

ん和 気 あ い

あ い の 一 日 で した。

こ の 厳 しか っ た 夏 の 終 わ り を 肌で 感 じ、
三
、
三
、
七 拍 子 で 幕 を と じま し た。

（福利厚生委員）
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㈲ （協）千 葉 電 設 協 会 だ より

㊤轡！糟⑤
囹 言ト 報

（組合員）

● ㈱日 本 ラ イ ト 電 商 代 表取締役 平山 力夫氏 御母堂平山アキエ様

平 成１１年２月１５日 享 年９４才

●オリオ ン電気工事㈱ 代 表取締役 小林 稔氏 御母堂小林フミイ様

平成ｌｌ年４月７日 享年７８才

●㈲ 酒 井 電 気 商 会 代 表取締役 鎗田 賢一氏 御尊父 鎗田岩雄様

平 成ｌｌ年４月２０日 享 年８５才

●千 葉 電 気 工 事 ㈱ 営業部長 原 利勝氏

平成ｌｌ年６月２０日 享年６８才

●渡 辺 電 気 工 業 ㈱ 代表取締役 渡辺 良雄氏 御尊父 渡辺藤良様

平成１１年８月１０日 享年８７才

（賛助会員）

●千 葉 電 機 ㈱ 代 表取締役 和 田龍二郎氏 御令室 和田悦子様

平 成１１年３月２７日 享 年５０才

一 謹んでお悔やみ申 し上 げます。 一

囹 新規加入組合員

（組合員）

○ 株式会社昭栄電設 代表取締役 松永政彦氏

（住所） 千葉市中央区本町２丁目１番２０号５０４

（ＴＥＬ） ２２１－２５５１ （ＦＡＸ） ２２１－２５５２

囹 住所変更

（組合員）

Ｈ１０．１２月 有 限会 社 酒 井 電 気 商 会

（新） 千葉市稲毛区六方町５５の３５

（旧） 千葉市稲毛区六方 町１１４番地
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㈹ （協）千 葉 電 設 協 会 だ より

Ｈ１１． ７月

ＨＩｌ． ８月

千葉 トシン電機株式会社

（新） 千葉営業所長

（旧） 千葉営業所長

ＤＸア ン テ ナ 株 式 会 社

（新） 千葉営業所長

（旧） 千葉営業所長

野間 久生氏

大竹 輝彦氏

平原 俊和氏

大津 綾夫氏

勿第８回千葉市優良工事請負業者決定

平成１１年１０月２２日千葉市 中央区千 葉港の 「ポー トプラ ザち ば」 にて、 本 組合員

の下記の方が受賞されました。

受賞者 有 限 会 社 北 園 電 業 様

〔施工工事名〕

① 千葉市緑区役所土気市民センター 構造改修電気 設備工事

② （主） 千葉大網線他道路照明灯補修工事

一 お めでとう ございます。

，
ボ 〆

繕 ・

飛
、
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（３２） （協）千 葉 電 設 協 会 だ より

落札日 工 事 件 名 社 名 落 札 金額

ＨｌＯ．１２． １ 浜 野 四
街 道 長 沼 線 他 ・ 道 路 照 明 灯 工 事 千 秋 電 機 ３

，
２００

８ 仁戸名町平山町線他３・ 道路照明灯補修工 事 北 進 電 設 ４
，
４５０

９ 誉 田 町６９号 線 他 ・ 道 路 照 明 灯 補 修 工 事 栄 光 社 ２１，
３００

１５ 野 呂地区中継ポンプ施設設備 工事 京 葉 電 気 計 装 ２，５
００

１６ 幕 張 町２１５号 線 ・ 道 路 照 明 工 事 広 尾 電 設 １１，
６００

〃 駅 前広場道路照明設置工事 桜 田 電 設 ３８
，
０００

〃 稲 毛 停 車 場 穴 川 線 ・ 道 路 照 明 設 置 工 事 大 東 電 設 １０
，
２５０

〃 国 道１４号 ・ 道 路 照 明 設 置 工 事 （登 戸 工 区） 豊 田 電 気 ４５，５００

〃 こ て は し 台２号 線 ・ 道 路 照 明 灯 補 修 工 事 橋 本 電 業 社 １９
．
５００・

〃
上 の 台 小 学 校 他１ 校 ・ コ ン ピ ュ ー タ 室 整 備 電 気

設 備 工 事
染 谷 電 気 商 会 ６，４００

〃
土気 浄水 場電 気設 備及 びろ 過 ポン プ 改修 工事

（水道局）
共 和 電 気 工 業 ３８，０００

〃
平川 浄水場～千葉県誉田給水 場情 報伝 送装置工

事 （水 道局）
福 井 電 機 １５，０００

１６
宮 崎 小 学 校 他玉校 ・ コ ン ピ ュ ー タ 室 整 備 電 気 設

備 工 事
水 沼 電 業 社 ８，０００

２１
（仮称） 御 成 台団 地・ 第１工 区Ｄ棟電気 設備 工

事
新 東 電 設 工 業 ４８

，
０００

ＨｌＩ．Ｌ２６
愛生町公園 （仮称） 照明灯・配管電気設備工事 （随 契） 陣 野電 設 ４

，
３００

３．１７
椎 名 小 学 校 他２校 ・ 読 書 ・ 多 目 的 室 改 修 電 気 設

備 工 事
水 沼 電 業 社 ３

，
８００

〃
幕張東小 学校他２校 ・読書 ・ 多目的 室改修電気

設備工事
染 谷 電 気 商 会 ３

，
７００

ク 幕張 町弁天町線 （弥生地区） 道路照明工事 滝 口 電 気 工 業 １２
，
６８０

２３ 中央卸売市場排水処理施設設置電気設備工事 双 葉 電 設 ６，３００

４．２１ 仁 戸 名 町 平 山 町 線 他 ・ 道 路 照 明 灯 補 修 工 事 優 衡 電 設 １６，０００

４．２６ 生 実 川 排 水 機 場 ・ 電 気 設 備 工 事 尾 高 電 工 ２億２７，７９２，０５０

５．１２ 磯辺茂呂町線・道路
熊明灯設置 工事 太 陽 電 設 工 業 ８，６５０



００９‘ＯＩ 董 工 謝 塞 昌 冒 （影 署） 重 工 鵬 纏 導 塞，・ 聴
：圏 目 ⊥乙田 曇 〃

００８‘９ε 業 工 罷 塞 工 罷 壼工 鰯罷導塞副魂慕讐 ・裂右Ψ 亘田 〃

０⊆ε‘ε１ 干孝 業 塞 理孝 ）に 輩工 劉纏当基動魂慕劉 ・遡粛Ψ 蜘昆 〃

００６‘８１ 罷 塞 田 旱 重工 鵬罷導塁副塊慕製 ・遡右Ψ 弓Ψ 〃

００Ｚ‘８ε 業 塞 灘 掲 重工鰯駿当塞慕魂 豫蟹：￥：・ 尊右Ψ‡ 癌旦 〃

０００‘６乙 業 塞 奢 Ψ 重工鰯黎 当厘 崩一 票 獅暴摩 ・奪右 Ψ亘畢 ９１

０⊆８‘乙 駿 塞 誕 士 携 重工鰯黎 導塞 臨＝ 慕迎 盟Ｍ ・尋右Ψ 癌点 〃

００８‘ε 蒙 工 導 象 口 墾 輩 工鰯崔当 塞票魂盟輝・祷右中１街 砲章 ⊆１

００⊆‘９セ 羅 蒙 塞 回 劉 輩 工冨複耳 舶朗團箪 ・奪古中 晟騨 〃

００⊆‘ε１ 崔 塞 ｉ毒 巡 輩工 鰯罷導塞副 迎慕墾 ・瞬指中 ＃日 〃

０⊆乙‘９１ 罷 聖 ｉｉ鋲 士 里 輩工劉黎導塞副 魂票墾・ 導右中厚 重士 〃

００乙‘⊆１ 業 塞 七 「ド 壼工劉罷 導塞剰迎 慕製 ・遡 右Ψ厚劔壱禦 〃

００９‘９１ 業 工 導 塞 π 黎 輩工劉 黎導塞副 魂慕墾・ 溝壽Ψ量》 胃 〃

０００‘⊆ε 糞 工 黎 塞 半 罪 壼 工 鰯 罷 導 基 慕 魂 禦 解 ￥ ・ 遡 右 中 与 つ 罪 Ｄ一コ 〃

００⊆‘セ１ 身 嚢 塞 臥 平 輩工劉黎導塞彰魂 露葦尊鍔 ・竣古 Ψ皆珊 ６

００８‘乙 業 工 導 塞 ４ｒ４ ３ （ｉお署） 輩工 副迎鰯罷導墨・窮圏 璃 黎貿 〃

０⊆乙‘ε 黎 象 養 ｉｉ憂 重工講 罷当塞副 魂慕婁・ 騨索Ψ箪 黎甲 ８

０００‘８１ 嚢 工 導 塞 醒 製
（…羊

封） 壼 工副 魂劉 罷当 皇・壼 工寧囲ｚ鮨 蟻》φ僻
〃

０００‘乙１ 葬 畢 謝 塞 劉 非 （影珊） 輩工副塊 瓢罷当塞 ・町圏１彰癌》 ⑰窪 〃

００８‘⊆ 重 工 当皇 く 名ｒ誰 重工副駒耳酌 朗瑚耳・珊欝 講￥ 嚢士 乙’９

００乙‘ε 罷 塞 智 切 （隼 謝 壷工回・担 ４ 剛 担 阜習一彰吾蕗 宰じ粟 〃

０９乙‘Ｚ 葬 毘 田 審

’
（隼

腸） 壷 工 鵬 罷 興 象 蟹 灘 畿 ・ 担 ４ε財 担 昆 習 期 日
８ｒ⊆’ＩＩＨ

聾等１求摯 皆 辞 皆 勃 輩 工 日「＊墨

㈱ ｑ．甲 認 等 隅 醒 墨 毒 士 （隅）



（３４） （協）千 葉 電 設協 会 だ より

落札 日 工 事 件 名 社 名 落 札 金額

Ｈｌｌ．６．２１ 中央 公 園 プ ロ ム ナ ー ド 照 明 灯 設 備 工 事 （そ の１） 冨 田 電 気 工 業
１ 億 １６，０００

〃 中央公 園プロム ナー ド照明灯設備工事 （その２） 大 秋 電 気 工 業 １億３２，０００

２３ 平和公園 ・給水施 設改修電気設備工 事 し ま で ん ４，７００

〃 星久喜小 学校・受 変電設備 改修工事 東 和 電 気 工 事 １３，５００

〃
松ケ 丘中 学校 ・屋 内 運動場 改築 電気 設備 工 事

（都市）
大 西 電 設 ３５，０００

２９ 都 市 計 画 道 路８・６・６号 線 照 明 施 設 設 置 工 事 笈 川 光 和 電 気 ３，９８０

７．６ 千 葉 大 網 線 ・ 道 路 照 明 灯 設 置 工 事 千 葉 電 業 社 ４，０００

２２ 川戸中学校・受変電設備 改修工事 水 沼 電 業 社 ４，９００

２８ 都 賀 西 公 園 他１・ 照 明 灯 変 換 工 事 旭 電 工 ２，
４００

２８ 幸町第一小学校・受変電設備改修工事 染 谷 電 気 商 会 ２，８５０

８．４ 浜 野 四 街 道 長 沼 線 他 ・ 道 路 照 明 灯 設 置 工 事 寒 川 電 業 ６，２００

〃 磯辺茂呂町線・道路照明灯 設置工事 黒 田 電 気 商 会 １０，０００

１８ 大巌寺小学校・照明改修工 事 水 沼 電 業 社 ６，０５０

〃 真砂第一中学校・照明改修工事 大 東 電 設 ７，３８０

２５ 都町第二雨水ポン プ場 （仮称） 電気設備工事 木 村 建 設 ２５，０００

〃
国道１４号 ・道路照明設置工事 （登戸１工区）

（中央区 登戸１丁目）
東 陽 電 気 工 事 １７，６００

〃 花島公園 ・高圧受 変電設備 設置工事 陣 野 電 設 ７，１００

〃 千城台北小学校・ 照明改修 工事 進 和 電 気 ７，３００

９．１３
打 瀬 第 二 小 学 校 （仮 称） 新 築 電 気 設 備 工 事

（都 市）
城 南 電 設 企 業 ２億４１，６７８，５００

２２ 花 島公園・お花見広場照明灯設置工事 京 葉 工 業 ４，４
００

２４ 花 島公園・ 芝生広場 電気設備 工事 （その１） 橋 本 電 業 社 ２４，７
００

２４ 国 道１４号 ・ 道 路 照 明 設 置 工 事 （登 戸２工 区） モ デ ン 工 業 １８
，
７００



００８‘ム１ 蒙 工 翻 塞 田 置 重工 蜘羅導塞 剥 騨 盈 鳥・暫岳勝溝警剥Ｍ暴 乙乙

０ε６‘乙 章 工 導 塞 灘 ４
（隼 燥）

：塗 工 鰯 纏 誉 聖 叢 魂 署 劉 糾４‘一 二 ・ 邊 重 中 匙 盟
〃

００８‘ε 翻 皇 田 箪
輩 工 劉

罷 当 聖 勤 牌 軍 当 塞べ く ６ × く ン 〆 ・ 鷺 雛 翼ｉ叢 士
９乙

０００‘ε 黎 塞 ｉ票 ｑｒ
（隼 躁）

壷工製罷当象叢塊善 劉溺４ｒ一二遡藁Ψ ＃日
〃

００８‘乙 輩 工 襯 墓 昌 冒 重工副 壇醤赫ヨ 劉賜藁中 切辛 〃

００９‘乙 駿 塁 ｉ葦 士 蜂
重工 劉黎

導 塞冨黎秘警＝「簿コ卵 且多沿 ζ二 郵へ 郵へ窪雅
０τ

０８１‘ε 隻 工 導 塞 灘 ４
（阜 謝

輩工劉黎当駆叢魂習圓鯛４ｒ一二・ 忍重Ψ厚 中Ψ
〃

００⊆‘ε 壷 工 導；塁 く一尉 渚
（隼盟）

蛋工鰯醍多厘叢塊雪量鯛４ｒ一ム ・遡重・レ厚旦￥
〃

０００‘シ 簸 塞 ｉ毒 士
（単 謝

壷工勝罷当塞叢魂署劉鯛４ｒ一≠ ・斡右寸／当丁
ε１

００１‘８ 業 工 罷 塞 翠 琴
輩 工 鰯 罷 導 塞 副

塊 珊 鰯 轟 葦 ６ 一 て ス ・（［：・ 誹 １珊 瞬 重・ｒ／墨 当 丁
〃

００９‘セ 罷 塞 一 ［： ♪ 尋 章 工 冨 諺 耳 餉 曲 ・ 園 》 盈 潟 母 ９

０⊆８‘Ｚ 黎 皇 ！氏 ム → （卑 謝 輩 工 野 盟 彰 携 鷺 奪 暴 ・ 奪 索 中 鱗 轟 ⊆●０１

０００‘セ１ 導 基 く ４ 一 〔 輩 工 鵬 黎 導 墨 ・ 嚢 章 畢 迎 恥 四 期 甲 〃

００８‘乙Ｚ 黎 塞 ｉ毒 士 携 輩 工 副 財 耳 餉 闘 器 戻 ０ε６６’ＩＩＨ

聾等「掌墨 皆 科 昏 勃 重 工 田＊塁

（９ε） ｑ牢 認 琴 隅 纏 聖 糞 士（鰯）



電設資材総合卸

自 動火 災 報知 機 ・ 非 常 警 報 設 備 ・ 防火 戸 設 備 ・ 防 犯 設 備 ・

マンションＨＡ設備 その他弱電システム 〈設計・施工・保守管理〉

＠）ＳＥＮＫＯＧＲＯＵＰ

株式会社

●本 社

●千葉西 営 業 所

●北 総 営 業 所

●東 都 営 業 所

●千葉中央営業所

●旭 営 業 所

●首都圏電設 営 業所

●東京特需営業所

●千 葉 ＳＥ 営 業所

関 東 扇 港 電 機

〒２６２－００４５ 千 葉 市 花 見 川 区 作 新 台４－１３－１２

〒２６２－ｏｏ４５ 千 葉 市 花 見 川 区 作 新 台４－１３－１２

〒２８５－０９２７ 印 旛 郡 酒々 井 町酒 々 井１６０４－１

〒２７３－００３５ 船橋 市 本 中 山 五 丁目２－１９

〒２６０－０００１ 千 葉市 中 央 区 都 町三 丁 目２３－３

〒２８９－２５３１ 旭市 井戸 野 字 大 島３５９番 地

〒 １１０－００１６ 東 京 都 台 東 区 台 東１－３１－１０

ッチヤヒ“ル７Ｆ

〒ｌｌＯ－００１６ 東 京都 台 東 区 台 東１－３１－１０

ッチヤビル７Ｆ

〒２６２－００４５ 千 葉 市 花 見川 区 作 新 台４－１３－１２

ＴＥＬ：０４３ （２５７） ４２６２

ＦＡＸ：０４３ （２５７） ４２６４

ＴＥＬ：０４３ （２５７） ４７００

ＦＡＸ：０４３ （２５７） ４２６４

ＴＥＬ；０４３ （４９６） ２６６１

ＦＡＸ：０４３ （４９６） ６９４０

ＴＥＬ：０４７３ （３４） ９０３１

ＦＡＸ：０４７３ （３４） ９０３９

ＴＥＬ：０４３ （２３１） ７３９７

ＦＡＸ：０４３ （２３１） ７６６６

ＴＥＬ：０４７９ （６３） ７６９１

ＦＡＸ：０４７９ （６３） ２８２９

ＴＥＬ：０３ （３８３７） ８４４１

ＦＡＸ：０３ （３８３７） ８４４２

ＴＥＬ：０３ （３８３７） ４４３７

ＦＡＸ：０３ （３８３９） ５８７５

ＴＥＬ：０４３ （２５７） ４２６２

ＦＡＸ：０４３ （２５７） ４２６４
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地域に密着 した営業所ネッ トワ ーク

電設資材の総合商社

］巳『“『二７３
主要代理店・特約店

東 芝ライテック ㈱ ・ 松 下 電 工 ㈱

古 河電 気 工 業㈱ ・三 菱 電 機 ㈱

ゴ・ 一 一 一 一一一一一一一一 一 ・
取 扱 商 品 一 一 ・・ 一 一 一・・一一弛

ｉ 電 線 ・ ケ ー ブ ル ・ 電 線 管 ・ レ ー ス ウ ｉ

ｉ エイ ・ 配 線 器 具 ・ 照 明 器 具 各 種 ラ ン ｉ

１ プ類 ・ 変 電 所材 料 ・ 高 低 圧 配 分 電 盤 …

ｉ ・ エ ア コ ン ・ 電 柱 装 柱 金 物 ・ モ ー ト ｉ

ｉ ル ・ ト ラ ン ス 高 低 圧 コ ン デ ン サ ・ 非 ｉ

ｉ 常用 発 電 機 ・イ ン タ ー ホ ン ・ 防 災 ラ ｉ

ｉ ン プ電 動 工 具 ・ 電 気 温水 器 ・ 住 宅 設 ｉ

ｌ 備 機 器 ・ 家 庭 電 化 製 品 …

【ネットワーク】

川 口 営 業 所０４８ （２５１） ４６５１㈹ 埼 玉 県 川 口 市 川 口５－１５－２８ 船 橋 営 業 所 ０４７４ （６６） ２１９１㈹ 千 葉 県 船 橋 市 薬 円 台１－１８－４

荒 川 営 業 所０３ （３８９４） ５１７６㈹ 東 京 都 北 区 田 端 新 町２－８－６ 市 川 営 業 所 ０４７ （３３５） ３１０１㈹ 千 葉 県 市 川 市 北 方２－３４－１１

江 戸 川 営 業 所０３ （３６５３） ９４４１㈹ 東 京 都 江 戸 川 区 松 本 町２－３８－６ 志 木 営 業 所 ０４８ （４７４） ４６２ ㈹ 埼 玉 県 新 座 市 東 北．１－４－２２

墨 田 営 業 所０３ （３６３６） ５８４１㈹ 東 京 都 江 東 区 大 島 ２－３－１４ 久 喜 営 業 所 ０４８０ （５８） ８０２１㈹ 埼玉県北葛飾郡鷲宮町大字西大輪２姶１０

浦 和 営 業 所０４８ （８５７） ３１０１㈹ 埼 玉 県 浦 和 市 中 島 ２－１０－９ 東 久留 米 営業 所 〔｝４２４ （７３） ４１１１㈹ 東 京 都 東 久 留 米 市柳 窪４－３－２１

足 立 営 業 所０３ （３８８０） ６４２１㈹ 東 京 都 足 立 区 梅 田６－ｉＯ－１０ 所 沢 営 業 所 ０４２９ （２８） ４７１１㈹ 埼 玉 県 所 沢 市 南 住 吉 １－１３

北 営 業 所０３ （３９０３）１８６２㈹ 東 京 都 北 区 神 谷 ２－３８－１０ 立 川 営 業 所 ０４２ （５２７） ６６０１㈹ 東 京 都 立 川 市 富 士 見 町６－３７－１

板 橋 営 業 所０３ （３９７３＞１８１１㈹ 東 京 都 板 橋 区 大 谷 口北 町１９－６ 川 口 北 営 業 所 ０４８ （２６７） ６８１１㈹ 埼 玉 県 川 口 市 柳 崎１－２－２８

中 野 営 業 所０３ （５３５０＞
．
３１８１㈹ 東 京 都 中 野 区 南 台 １－２－１ 八 潮 営 業 所 ０４８９ （９５） ０５７１㈹ 埼 玉 県 八１朝 市 鶴 ケ 曽 根５８－２

練 馬 営 業 所０３ （３９９８） ５４０２㈹ 東 京 都 練 馬 区 中 村 ２－２９－５ 大 宮 営 業 所 ０４８ （６５２） ８４１１㈹ 埼 玉 県 大 宮 市 宮 原 町１－５５８

豊 島 営 業 所０３ （３９８４） ７４９１㈹ 東 京 都 豊 島 区 東 池 袋３－２３－２３ 八 王 子 営 業 所 ０４２６ （４２） ６６６１㈹ 東 京 都 八 王 子 市 明 神 町１－２５－８

中 央 営 業 所０３ （３５５１） ９３２１㈹ 東 京 都 中 央 区 八 丁 堀２－２－１１ 千 葉 営 業 所 ０４３ （２５４） ５７２１㈹ 千 葉 県 千 葉 市 中 央 区 弁 天３－６－４

文 京 営 業 所０３ （３８１５） ３６４１㈹ 東 京 都 文 京 区 小 石 川５－３８－１２ 府 中 営 業 所 ０４２ （３６９＞ ５１１１㈹ 東 京 都 府 中 市 白 糸 台１－２０－１３

越 谷 営 業 所０４８９ （６６） ８８２２㈹ 埼 玉 県 越 谷 市 瓦 曾 根２－６－３４ 世 田 谷 営 業 所 ０３ （３４８２） ２７１１㈹ 東：京 都 世 田 谷 区 船 橋７－１３－１

成 増 営 業 所０３ （３９３８） ２４１１㈹ 東 京 都 板 橋 区 赤 塚４－２４－２０ 大 田 営 業 所 ０３ （３７７８） ６８１１㈹ 東 京 都 大 田 区 中 央 ４－３４－３

品 川 営 業 所０３ （３７８４） ０３５１㈹ 東 京 都 品 川 区 二 葉 ４－２－１２ 市 原 営 業 所 ０４３６ （６２） ７２８１㈹ 千 葉 県 市 原 市 姉 崎 海 岸１０９－２

杉 並 営 業 所０３ （３３３２） １１９１㈹ 東 京 都 杉 並 区 松 庵 ２－１５－５ 千 葉 北 営 業 所 ０４３ （４２４） ２７１１㈹ 千葉 県千 葉市 稲毛 区小 深町１３３－２

松 戸 営 業 所０４７ （３４４） ２１６１㈹ 千 葉 県 松 戸 市 馬 橋 字 岩崎１４４７ 鴻 巣 営 業 所 ０４８５ （４１＞ ７９１１㈹ 埼 玉 県 鴻 巣 市 宮 地 ４－２－５

春 日 部 営 業 所０４８ （７６１） ２５１１㈹ 埼 玉県春日 部市大字小渕 山下１１４７ 足 立 北 営 業 所 ０３ （３８５３） ７０５１㈹ 東 京 都 足 立 区 舎 人１－１０－２０

川 越 営 業 所０４９２ （２５） ４０４α㈹ 埼 玉 県 川 越 市 山 田 西 町５７１－１

〕② 小島電機工業株式会社
〒１１４－００１２ 東 京 都 北 区 田 端 新 町２－８－１１ 費０３ （３８９４） ５１５１ （大 代 表）
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地域に貫献する地元のメーカー
妻

９１測，ｏ
太陽の限りない強力 なエネルギーが美 しい自然を育み、
万物の生命 の根源を なすように、 強烈な情熱と技術力 に

よ っ て 豊 か な 都 市 づ く り の 一 端 を 担 っ て い き た い。

営業品目：高低圧受配電盤・監視盤・各種 制御盤

株式会社 大 東 電 機 製 作 所

代表取締役 大 薗 力

本 社 〒２６５－００６１ 千 葉 市 若 葉 区 高根 町９１５－９３ ＴＥＬ Ｏ４３－４４５．６７５１ （代）

工 場 〒２８９－１１２６ 八 街 市 沖 字 中 沖６０１－１ ＦＡＸ Ｏ４３－４４５－６３２２ （代）

縣 劉
嚢
酔隆 幽

護

▼

身近なくらしの中で、
戸

活躍しています。 一

闘
霜／

●景観照明

●スポーツ施設照明

●交通信号灯器

●道路情報表示システム

●道路気象観測システム

●駐 車場案内・管理システム

●鉄道車両用機器

●航空機・鉄 道用シート

●衛生機器 ●環境調節機器

駐 車 場 管 理 シ ス テ ム

；

聡

蓑

造路惰報 表示板”

襲雛 織．
騰

騒 饗 難．
、
道 路 ・ 信 号 灯 共 架 柱

小糸工業株式会社叢繋 瀦ｌｌ：ｌｌｌｌ慕 舞誹百膿号畿織ｌｌｌ畷器瀦１
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〔営 業 種 目〕

放 送 設 備 ・ Ｔ Ｖ 共 聴 設 備 ・ 特 殊 音 響 設 備

親子時計設備・インターホン設備 ・表示機設備

技術と信頼 の

アオバ通信株式会社

代表取締役 岩 崎 良 昭

千 葉 市 若 葉 区 桜 木 町 ５ １ １ 番 地 １ ３

電 話 ０ ４ ３ （２ ３ ２） １ ２ ２ ０ ㈹

自動火災報知設備設計・施工

各 種 排 煙 設 備 ・ テ レ ビ共 聴 設備 ・ 放 送 設 備

その他消防設備

‘」猛■ｒ引匿零 難 千葉県代理店

難 千 歳 防 災 社

千 葉 営 業 所 ： 千 葉 県 千 葉 市 緑 区 誉 田 町２丁 目２１－９９４

ＴＥＬＯ４３（２９１）７４８３ ・ ＦＡＸ Ｏ４３（２９１）２６９３

本 社：千葉県山武郡成東町富口６７４

ＴＥＬＯ４７５（８２）２８０４ ・ ＦＡＸ Ｏ４７５（８２）５３２９
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自動試験機能でラン＝ングコストを低減ノ
中規模から大規模までカバーする、 最大９系統の伝送システムを構築。
大型複合ビルにおける防災システムの信頼性向上に威力を発揮します６

Ｌ

特 長

● 操 作 性、視 認 性を

大 幅にアップする

大 型ＬＣＤタッチパネル

● 画 面 のハードコピーが

可 能な内 蔵 プリンタ

㊥

繍

ぬ ド
ニ
ゴ

簸・
∂
ｅ

ρ

● 自動 試 験 機 能 付アナログ式 感 知 器 の 採用

インテリジェント 防災システム

ＲＸκ一６

＜ｅ＞ ＝Ψ７＝」株式会社

千 葉 支 店／ 〒２６２－００３３ 千 葉 市 花 見 川 区 幕 張 本 郷 ５－１２－５ 實 ０４３ （２７５）
７５７６ （代 表）

本 社／ 〒１５１－ＯＯ７２ 東 京 都 渋 谷 区 幡 ヶ 谷 １－１１－６ 倉 ０３（３４６８） 「１１１ （代 表 ）

いま、最も新しい防災テクノロジーの結晶。
羅触

睡撫＿蜘
● Ｒ－２２Ｓ一
高 水 準 ＧＲ

”
ス タン ダ ー ド

”
。

１０
，
０００ｎイの 建 物 に 対 応。

落
一． ．

● Ｒ－２ ２ Ｍ一
使い や すさとハ イスペック の共 存。
５０
，
０００ ㎡ の 建 物 に 対 応

。

● Ｒ－２ ２ Ｌ一
大 規模 建 物 の た めの 高 品 位 安 全 中枢。
１００
，
０００ ㎡ の 建 物 に 対 応。

Ａ 騙 能 美 防 災 株 式 会 社 千葉支社／〒２６ひ。８２１ 千葉市中央 鴎 草１一塾１２ Ｔ・１．（０４３）２６昏０３３１Ｆ・・．（０４３｝２６昏０３４４



ｏ ｅ ｅ Ｌ圏己 己 己 （εセｏ）ＸＶＨＩ号１図ｉ劉図篭中卑誰士

（劉 ￥）匹匹ｅ匹一９召己（εセｏ）面

㈱業工盟塔匙川畢 響 ＠

凸 削 ・毛 牌 ・ 捏 醍 ・ 聖 狛（∂器 翻盤塁卜 掛 蟹 ・ 一 ６ 一

τ ２ く ［： × ♪ ム 享 ・ く 広 畠 か ［１ム ー ム ・ 需 翻 呈呈聖 尉 母 ・ く 宰 ／１ 嬰 マ ー ＊ × ４ ｄ 一 〔

・ ｋ７ 委 × ４ × を 乙 客 × ／Ｉｄ 一 ［二 ・ Ｘ Ｖ 匠 ・ 冨 叢 嬰 聖 く ６ 窯 ４‘ ６ ぐ 護 ・ 翻 竣 畢 ４‘ ６ ６ 譜

呈 鰐 勧⊥ 琳 ・ 耳 日 ・ 呈 蟹 型 鴎 封 ⊥ ⊥ Ｎ

脅 ゾ ／
．
喝
ｏ “

’動 紋 唖 胸４一耐 砧 墾

８サＬ８ （Ｚｔ７ど） εヤＯ Ｘ∀」

ツ８セ９ （９９） ９∠ケＯ Ｘ∀」

０８ε∠ （∠ε） ８ｅセＯ Ｘ∀」

０９Ｌ８ （ε：ｚ） ８∠セ０ ×∀ヨ

∠μ９ （８召ε） ∠ウＯ Ｘ∀」

８帆 ８ （乙セε） εウＯ Ｘ∀」

８セト８ （乙セ己） εウＯ Ｘ∀」

８シし８ （ビセど） εセＯ Ｘ∀」

告 曝セ目⊥乙累》申図￥中卑嚢士

告レ曇 旭 ⊥乙製 》 申 図 畢 中 卓 峯＝」

告 曝 セ目 ⊥乙製 》 中Σ到蚤 中 卑 毒＝」

告 哩 ツ目 ⊥ε禦 篭 中 図》：中 隼 毒 士

８舛８一乙妃一ｅセＯ Ｘ∀」 Ｇ机１７し８七 妃一εセ０ 「ヨ⊥ 告レ塁サ目 ⊥乙畢≦》 中 図 予 中 車 嚢 士 辞 率

靱琴鋸靴僻島翼堂糞士
七辮 章工導轟尉φを・ 曹冒丹遅 鞘 纏 ・鍛轟・醤纏

器 鍛 劉 醒長』薫｝・ 曹 薦 匙 護 ・ 器 鍛∀Ｏ・ 器 鍛∀Ｈ

馴馨 皇箪 彊 ・ 罰 闘 事・ 器 匙 仔 ・罰 亀 踵 ・ 量 渠 製 暑 ・ 豊 導 瞬 ・ 首 器獣 踵 ・首 嵜 舶 曲

（き」）Ｌｔ７Ｌ８ （ど１７乙〉 εセ０
－
１ヨ⊥

セ～；００－０９～：ム

㈱し８シ９ （９９） ９∠セ０ 「ヨ⊥

告し曇ウ∠己＝「 酢 隼ミ艮峯 ε９００－ｅ８～ヌ＝』

（能分レＬし９ （∠ε） ８εセ０
－
１ヨ⊥

告どＬ暴 レ目
＿
Ｌ己 墜呈呈耳上毒≦董きに し０８０一ビ６乙占

ＧＵ）しシし８ （ε∠） ８∠ツ０ 「ヨ⊥

告９曇乙己己３馳紗１田奏 ￥ 誰～鰹呈 サ０己０一∠８ａ」、
㈲乙００９ （８どε） ∠ツ０ 「ヨ⊥

告 μ 嬰ε 旧 ⊥ 曽 ＝ 単ｌｌ陣 ＬＯＯＯ一己二乙占

（舗レ机８ （ａ妃） εシ０ 珊⊥

セε００嘗０９～１当

ＱＪ）Ｌツレ８ （己ツ己） εｔ７０
－
１ヨ⊥

ヤ～℃０－０９～ヌ⊥

㈱し帆８ に 妃） εツ０ 「ヨ⊥

ツ～；００－０９乙占

聖 叢 具 寡 幽

里 素 鼻 等 単

里業 具毒１董 宰

躯 業 具 雛 車

担 業 具 Ｉｌｌ 隼

里巽具＝幾纏轟

担業具一幾苓…轟

里 業 具 嚢 士

口毎 号 霧 絆 裳 苓… 塵

舅∈翻コ，日Ｅ伯 、１半皐鼻些＝り皆‡町 ∀８１ＨＳＯ⊥



電線ヶ一 ブル他資材専業特約店

藤長電気株式会社
東関東支店

支 店長 代 理 小 林 暁
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火災報知設備、 消火設 備、 テ レビ共嬉設 鳳

防狙 設備、 入出管理穀備の分野での

町 づ く り、 都 市 づ く り、 環 境 づ く り を 考 え た い。
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快適住空間。快適・便利・安心の東芝配線器具「イーズ」新登場！
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編集後記

世界 中 が、 あ
と 数 日 で２

，
０００年 を 迎 え よ う と し て お り ま す。

新時代 二十 一世紀に向 かって、 協同組合千葉電設協 会も、 新世代 による青 年部 が発足

い た し ま した。

会員 皆さんのご協力 をお願い し、 青年部の益々 のご活躍 を期待しており ます。

「千葉電設協 会だより」 第１４号の発刊 にあたり、 市長様 をはじめ、 御当局 並びに、 関

係各方面の 皆様よりご寄稿いた だき あり がとう ござい ました。 厚くお礼申 し上げます

と と も に こ れ か ら も 会 員 相 互 の 親睦 交 流 を 活発 に す る た め、 仕 事、 趣 味、 旅行、 人 生

経験等々な んでも結構ですので、 是 非
ご投 稿下さい。 皆様に喜 ばれる会報 にしたいと

願っ て お り ま す。

（好地）
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